
地域保健関連の体系的な評価が
なされた｢知の集積｣について

資料８



米国CDCにおけるメタ・アナリシス等による
評価を踏まえた｢知の集積｣

• 公衆衛生関連情報については、米国CDC（Centers 
for Disease Control and Prevention：疾病管理予防
センター）において集積・分析・発信

• がん、HIV/AIDS、喫煙など様々なテーマ別に大量
の研究論文、統計資料を専門家集団が系統的にま
とめ、信頼できる事実を提示

• 内容の要点をわかりやすく小冊子（ファクトシート）に
して国民向けに公開

※メタ・アナリシス（meta-analysis）とは、過去に行われた複数の
研究結果を統合し、より信頼性の高い結果を求める解析手法



例） CDCのがん予防に関するサイト



例）「喫煙（たばこ使用）に関する
米国公衆衛生総監報告書」

• 米国保健省がCDCを中心に数年おきに作成

• 喫煙に関するその時点での科学的知見を
テーマ別に系統的に集約

• 1964年の最初の報告書は社会に大きな衝撃
を与え、その後の米国のたばこ対策の推進
に貢献した

• 2010年版「どのようにしてたばこ煙は病気を
起こすのか：たばこ関連疾患の生物学的、行
動科学的知見」（約700ページ）



2010年版 公衆衛生総監報告書（左）と市民用ブックレット（右）


